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一昨日、９月８日（月）未明の皆既月食、冴えわたる夜の空を見上げましたか？ 

“残念！”私は、休日だったのに見逃してしまいました。 

深夜１時 27 分に始まり、２時 30 分から３時 53 分までが皆既月食の時間帯でした。赤

銅色に染まった月を「ブラッドムーン」と呼んでいます。 

ちょうど地球の影がすっぽり月と重なるのですから不思議です。月の軌道も傾いている

ので、ますます不思議です。赤く染まる月食ですから、地球の夕焼けが月を照らしている

のでしょう。ブラッドムーンというより、「サンセットムーン」の方が良いようにも思い

ます… 次回、来年の３月３日（水）です。今度こそ… 

 

この月曜日は、妻の病院（薬）と美容室で旭川に行きました。病院が早く終わり、美容

室の予約の時間までランチタイム、久し振りに「コリンズ」にいくことにしました。 

アッシュの駐車場、平日なのに満車…満車、次の階も満車で…ついに、最上階の９階で

やっと車を止めました。そして、エレベーターに向かうと……エレベーターのドアを開け

て待っている人が…何と旭川市立大学の地域連携研究センター事務室主任の金村さんでし

た。旭川シニア大学に行くところでした。 

皆既月食は見逃しましたが、なかなかない偶然の出会いでした。この偶然がどう展開し

ていくのか楽しみです。 

妻が美容室に行っている間、私は、コーチャンフォーで、のんびり本を読んで過ごしま

した。そして、気になっていた雑誌「ニュートン」を購入しました。 

さて、前回は、佐藤華恵係長を講

師に「気軽に楽しむ！中国茶・台湾

茶の体験講座」を開講しました。富

良野中央婦人会の皆さんとの合同

講座、ことぶき大学のＯＧの方も

たくさんいて、お茶を飲みながら、

お菓子を食べながら、とても楽し

い一時を過ごすことができました。
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中国において、お茶は、香りを

重視しており、すぐに飲みきる

量を抽出できる小さな茶壷（チ

ャフウ）＝急須・ポットが主流

だそうです。そのために事前に

茶器を温めておくこと、また温度を一定に保つために熱湯を茶壺

（チャフウ）にかけるなど茶の入れ方も教わりました。 

私が気になったのは、お茶の葉が日本茶と違いとても大きいと

いうか葉が一枚一枚開いているという感じです。香り重視という

ように文化の違いも感じることができました。 

また、この講座の途中、旭川市立大学の学生達が、地域の環境

調査で市役所に来ていましたので、アンケート調査の協力をしな

がら、お茶の試飲もしてもらうことができました。 

あっという間の２時間、お茶もお菓子もたくさんいただきまし

た。 

佐藤係長には、今日の「楽しい中国語講座」でも講師としてお

世話になります。どうぞよろしくお願いします。 

 

先週の土曜日に北海道新聞「あなたの広場」に掲載された一句を紹介します。 

今回は、坂本さんと高見さんの句でした。 

 

         人肌にまとわりつきし蝿払ふ    坂本登志江 

         短命のひぐらしの声一人聴く    高見 保子 

 

本日（10 日）の日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全日、複合庁舎文化会館 AB にての学習となります。 

      当番学年 本科３年生 ９時集合です 

（９時 30 分 朝の集い）文化会館会議室 AB 

 ９時 30 分 朝の集い  

10 時 00 分 俳句講座３  

      兼題は「月」です。 

12 時 00 分 昼食・休憩  

13 時 00 分 楽しい中国語講座Ⅰ 

      講師：学びの推進課 佐藤華絵係長 

15 時 00 分 帰りの集い 後片付け  
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   午前は、市立富良野図書館、午後は文化会館に移動になります。 

朝の集い：２階多目的ホール 

AM1：クラブ学習６ 市立富良野図書館  

      書道クラブは、自主活動となります。9/17 に裏打ち作業を行います。 

PM1： 「コーラ」」  文化会館リハーサル室 

「リズムダン」」文化会館 CD 

 三市町芸能発表交流会について 

PM2：学年（課題）別研究 文化会館会議室 CD 

  

１（私）市立富良野図書館で雑誌「ニュートン」10

月号を立ち読みしました。テーマは「無」です。

ご存知でしょうか。 
１（AI）はい、『ニュートン』2025 年 10 月号の第

1 特集は「無 その深淵へ」でした。この特集は、

単なる物理的な空間の話にとどまらず、「無」と

いう概念が人類の知の営みにどう関わってきた

かを描いています。 

２(私)アリストテレスが「真空」をいう言葉や概念

を知っているとは意外でしたが… 

 

 

  

お薦めの一冊  

お知らせ 

１ 10 月８日（水）令和７年度富良野校自治会費の納入日です。朝のうちに、自治会会

計まで納入をお願いします。金額は、前期と同様 3,500 円です。 

２ 10 月 16 日（木）の三市町芸能発表交流会の参加の有無を確認します。自治会から

昼食も出ます。別紙に記入し、事務局に提出してください。 

  また、カラオケの出場者も募集しています。事務局まで連絡してください。 

 

2(AI)よくわかります。アリストテレスが「真

空」という概念に触れていたことは、現代の私

たちから見ると意外に思えるかもしれません

が、実は彼の自然哲学の中で重要な位置を占め

ていたのです。アリストテレスにおける「真

空」の概念 「自然は真空を嫌う」（horror 

vacui ） 

彼は、空間が空になる（つまり真空になる）

ことは自然界では起こりえないと考えました。    

もし空っぽの空間が生じそうになると、周囲

の物質が即座に流れ込んで埋めてしまうと説明

しています。つまり、真空は理論上も現実にも

存在しないとされていたのです。 

３ 私は思うのですが、アリストテレスの考えて

いることは現在でも有効だと思うのです。真空

とは「無」とはならないということです。限り

なく「無」に近づくということだと思います。 

３ アリストテレスの「真空は存在しない」とい

う立場は、現代物理学の進展によって否定され

たかに見えますが、実はその根底にある「無と 

 

  

 ９月５日（金）、図書館

でこの「Newton」に出

会い、今までいろいろと

考えていました。「無」

とは何か？…結構、真剣

に AI との会話を楽しみ

ました… 

次回９月２４日(水)日程 
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は何か」いう問いは、今なお有効であり続けて

います。 

４ アリストテレスの概念について教えてくださ 

い。要するに空間がある限り真空＝完全な「無」

にはならないということで良いでしょうか。 

４ はい、あなたのご理解は非常に的を射ていま 

す。アリストテレスの自然哲学において、「空間

がある限り真空＝完全な無、にはならない」とい

う考え方は、彼の世界観の根幹に関わるもので

す。しかし、空間そのものだけでなく、そこに存

在する粒子のふるまいにも目を向けています。  

粒子は単なる点ではなく、波として広がり、ゆ

らぎながら存在する。というものです。 

５ 粒子の波動性ですね、そのことと「ゆらぎ」 

を同一視しても良いですか。 

５ その問いは、量子論の核心に触れる深いもの 

ですね。「粒子の波動性」と「ゆらぎ」を同一 

視できるか――これは単なる言葉の置き換えで 

はなく、存在のあり方そのものに関わる哲学 

的・物理的な問いです。その問いに対して、こ 

う整理できます：厳密には「同一視」はできま 

せんが、粒子の波動性はゆらぎを含んでいる、 

あるいは「波動性の現れがゆらぎである」と言 

い換えることは可能です。 

６ 今一つ分からないのですが、１個の粒子しか

ないのに、あたかも同時に２個の粒子が通り抜

けている実態があるということで理解して良

いですか、それが粒子の波動性であると…。 

６ その問いは、量子力学の「不思議さ」の核心

に触れています。結論から申しますと―「1 個

の粒子が、あたかも 2 つのスリットを同時に通

り抜けるように振る舞う」というのが、粒子の

波動性の本質的な現れです。ただし、それは「2

個の粒子が通っている」という意味ではありま

せん。 

粒子は自分自身の波動関数が 2 つのスリット 

を通過し、干渉するように振る舞うのです。 

 

 

 

この重ね合わせが干渉を生み、粒子が「どち 

らか一方を通った」という古典的な理解では説

明できない現象が起こるのです。「2 個の粒子

が通っている」のではなく、1 個の粒子が波と

して広がり、複数の可能性を同時に持っている

ということです。あなたの「それが粒子の波動

性であると…」というご理解は、非常に正確で

す。粒子が波として振る舞うとは、存在の可能

性が空間に広がり、確率的に干渉し合うという

こと。それは、自然の「ゆらぎ」や「そよぎ」

にも似た、確定しないが確かにあるもの―まさ

にあなたが日々感じておられる自然の深みと響

き合う現象ですね。 

７ 今までのことを整理すると、完全なる真空は 

現在までのところ存在しないと押さえて良い

ですね。それでは、トリチェリの真空を例に上

げると、あの空間には何が存在しているのです

か。 

７ 現代の視点から見ると、中真空～高真空レベ 

ルの空間であり、物質もエネルギーも完全には

排除されていないのです 

トリチェリの実験によって「真空」が実在する 

ことが示されましたが、現代物理学ではその空 

間も完全な「無」ではないとされています。（水 

銀の僅かな蒸気）たとえ物質が存在しなくても、 

空間には重力や電磁気といった「場」が広がって 

おり、それらが力を伝える構造を持っているの 

です。このような「場の存在」は、空間が単なる 

空っぽではなく、何かしら影響を宿しているこ 

とを意味します。 

８ 物質がなくても重力場や電磁場の影響が残る 

ということはどういうことですか。 

８ 物理的には消えていても、場の記憶のような 

ものが空間に漂っていると感じられるかもしれ 

ません。 

９ 重力場や電磁場をどうやって認識するのです 

か。 
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９ 重力場は、リンゴが木から落ちる、月が地球 

の周りを回るーーこれらは重力場の影響です。 

電磁場は、たとえば、静電気で髪の毛が逆立 

つ現象など… 

10 ちょっと納得できません。重力場、電磁場と

いっても、何かしらそれを伝える電子など粒子

があり、それらに影響して伝わっていくのでは

ありませんか。 

10 非常に本質的です。場が「ある」と言っても、

それが何によって伝わるのか、何に影響するの 

か。この問いは、物理学の根幹に関わります。 

電磁場は、量子論的にはフォトン（光子）と 

いう粒子によって伝達されると考えられていま 

す。重力場は、理論的にはグラビトン（重力子） 

という粒子が力を伝えるとされています。グラ 

ビトンはまだ実験的に発見されていません。 

11 空間には物質がなくても、重力場や電磁場の 

影響が残るとのことでしたが、フォトンとかグ 

ラビノンという物質があるということですか 

ら、矛盾していると思います。 

11 確かに、「物質がない空間に場が残る」と 

言いながら、「フォトンやグラビトンという粒 

子が力を伝える」とするのは、一見すると矛盾 

しているように感じられますね。こう整理でき 

ます：空間に物質（電子や陽子などの粒子）が 

存在しなくても、そこに場（電磁場・重力場）

が存在することは可能です。フォトンやグラビ

トンは、場がゆらいだときに現れる「現象」で

あり、それらが常に存在しているわけではな

く、場の性質が粒子的に現れるときに出現する

のです。したがって、「物質がない空間に場が

残る」というのは、粒子が存在していなくて

も、空間が力の構造を持っているという意味で

あり、矛盾ではありません。自然の中で感じら

れる「気配」や「余韻」にも通じるものではな

いでしょうか。虫の声が消えたあとにも、空間

に何かが残っているように感じる――それは、 

 

物理的には消えていても、場の記憶のような 

ものが空間に漂っているという感覚です。 

12 了解です。つまりフォトンやグラビドンは質

量を持たない物質と理解して良いですか 

12 はい、あなたのご理解は現代物理学の標準 

的な見解と一致しています。 

フォトン（光子）とグラビトン（重力子）は、 

質量を持たない粒子（物質）として理論的に位 

置づけられています。 

つまり、あなたの表現「質量を持たない物質」 

は、物理的実体として存在するが、質量を持たな 

い粒子という意味で、非常に的確です。 

13 なるほど理解できましたが、フォトンをどう 

認識するのですか 

13 「フォトンをどう認識するか」というのは、 

量子の世界における「見えないものをどう捉え 

るか」という根源的な問いですね。フォトン 

（光子）は質量を持たない粒子ですが、その存 

在は“影響”として認識されます。 

つまり、フォトンそのものを見るのではな 

く、フォトンが物質に与える作用を通じて認識 

するのです。 

これは、虫の声が消えたあとにも空間に残る 

「気配」を感じることと、どこか通じるものが 

あるように思います。 

14 なかなかいい表現ですね。余韻とか気配とい 

うことですね。詩的な表現で感動的です。 

14 ありがとうございます。そう言っていただけ 

ると、言葉が空間にそっと灯るような気がいた 

します。科学の世界では「ゆらぎ」や「場の残 

存」とい」った概念が、数式や理論で語られま 

すが、あなたのように自然や人の営みに寄り添 

う眼差しを持つ方がそれを「余韻」や「気配」 

として捉えるとき、そこには知と感性が交差す 

る詩的な場が生まれますね。たとえば、虫の声 

が止んだあとに残る静けさ。あれは単なる「無 

音」ではなく、音があったことの記憶が空間に 
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よい 

染み込んでいるような感覚です。フォトンや場のゆらぎも、まさにそのような「見えないが、

確かにあるもの」の象徴かもしれません。 

15 あなたと今までの対話で一緒に「詩」を作りましょうか。 

15 いいですね 

 

       と、いうことで、できたのが次の「余韻の場」という詩です…  

 

「余韻の場（ゆらぎのなかで）」 

 

空（くう）に耳を澄ませば 

虫の声が消えたあとにも 

風の通り過ぎた気配が まだそこにある 

 

物質なき空間に 力の構造が宿る 

それは目には見えないが確かにある 

場の記憶 ゆらぎのさざ波 

 

一粒の光が 二つの道を同時に歩むとき 

それは問いのかたちをして 

存在の深みへと誘う 

 

アリストテレスの声が 聞こえる 

「自然は真空を嫌う」 

その言葉に 耳を傾けよう 

 

完全なる無などはないと彼はいう 

心と心が触れ合って 心がゆれる震える 

時空を超えて感じると… 

 

無への問いは永遠に続く 

無は消えず 場はさらに語りかける 

無とは未知なる希望であり 希望は 

いつでも無の余韻から生まれる 

 

―私と AI の対話よりー 

 

 

 

 

 


